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ことでした。最初、坪当たり 1,600 万円売っていたのを 800 万円に落としました。その後、




日本の人口は、現在約 1 億 2,700 万人である。商圏人口が 100 万人のフォーマットでは
127 店舗しか作ることができない。商圏人口が 10 万人なら 1,270 店舗作れるかもしれな
い。そのため、200 店舗以上作ることを最初から考えるなら小商圏フォーマットでなけれ
ばならない。そのため、「第 1 次目標 5 万人です。第 2 次目標 3 万人です。第 3 次目標１
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美俊一にインタビューした矢作敏行はこの 3 冊の本の「シリーズ まえがき」で「渥美理
論の特徴について」「チェーンストア産業『2 段階革命』論について」「理論インプリケー
ションについて」を執筆している。その内容はすでに 3 冊の本の書評になっている。 
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